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内容

群馬県におけるコンクリート構造物の
品質確保ガイドラインの策定と運用をご紹介．

１．経緯
２．必要性
３．群馬県における試行
４．群馬県品質確保ガイドラインの策定
５．ガイドラインの運用

説明 １～４：半井，５：児島



＜１＞ガイドライン策定に至る経緯

H22年度 土木学会群馬会に「コンクリート研究会」を設置

H23年度 研究会での講習会スタート
品質確保先進県である山口県関係者を招いた講演会

H24年度 研究会での講習会が本格化
「講習会」「情報収集」「研究」を三本柱に
＆群馬県独自の研究を模索

H25年度 研究会幹事の担当現場にて表層品質の試験測定

H26年度 国交省の研究開発助成に採択
県のフィールドでの研究＆県との共同研究
県に品質確保WGの設置，職員の山口県派遣

H27年度 県発注構造物における品質確保の試行開始

令和元年度 県の品質確保ガイドライン運用開始



＜２＞群馬における品質確保の必要性

群馬県内のコンクリート構造物の
現状の品質には向上の余地がある．
コンクリートの品質確保により
長寿命化や維持管理費削減を
合理的に実現することができる．



維持管理の時代こそ新設の品質確保

「群馬県橋梁長寿命化計画」より

維持管理は重要な課題であるが，そもそもの新設構造物の品質向
上を実現しなければ，根本的解決にならない（イタチごっこ）



維持管理の時代こそ新設の品質確保
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群馬県のコンクリート構造物の品質
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群馬県内の劣化事例集

橋梁点検結果から，コンクリートの劣化が多く見ら
れる．平成２１年度までに点検した結果では，
約５割の橋梁に補修が必要な損傷が確認された．

コンクリートの損傷
（鉄筋のさび）

橋梁点検による損傷
確認箇所



群馬県内の不具合事例集

県内構造物で，新設段階からの不具合が少なからず発生

ボックスカルバート
側面の沈降ひび割れ

中央分離帯のプラス
チックひび割れ

コールドジョイント

乾燥収縮ひび割れ 擁壁表面の豆板
温度ひび割れ



＜３＞群馬県におけるWG設置と試行

H26年度に県品質確保WGを設置．
翌H27年度から県の構造物における
品質確保を試行．

・施工状況把握チェックシート
・（可能ならば）施工記録
・（現場によっては）目視評価
・（現場によっては）表層品質試験



施工状況把握チェックシート

山口県版「施工状況把握チェ
ックシート」に独自項目を追
加した，群馬県版を使用

【準備】 急な雨に対応出来るように、シート等は用
意されているか。
【準備】 足洗い場が設置されているか。
【準備】 ポンプ車のアウトリガーの張出及び敷板養
生は十分か。
【打込み】 鉄筋にコンクリートが付着した場合には
、これを取り除いてから次のコンクリートを打ち込ん
でいる
【締固め】締固め時間は適切か（５～15秒）

発注者（監督職員）が
1構造物1回実施．
受注者にも事前に提供



群馬県における試行の効果

基本事項を守った適切な施工の浸透



群馬県における試行の効果

透気係数の小さい密実な構造物に
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＜４＞品質確保ガイドラインの策定

試行の成果を踏まえ，2017年6月26日の品質確
保ＷＧの第5回会議にて，品質確保ガイドライ
ン（案）の作成に向けた準備をすることとし，
ガイドライン作成分科会を設置．

群馬県コンクリート構造物品質確保ガイドライン作成分科会
座長 半井健一郎（広島大学）
委員 県内の産官学のコンクリート業務従事者

民間11名（設計2，施工6，セメント，生コン，圧送）
群馬県職員7名，建設技術センター1名，大学1名（前工大）
※群馬県建設業協会や群馬県測量設計業協会からの派遣を含む
※土木学会群馬会コンクリート研究会からも全面的な協力

事務局 県土整備部建設企画課



品質確保ガイドラインの準備と公開

ガイドライン作成分科会の活動
2017年 6月26日 第1回分科会
2017年 9月 5日 山口県にてヒアリング
2017年 9月 8日 第2回分科会

（2017年10月23日 第3回分科会が台風で中止）
2017年11月13日 第3回分科会
2017年12月12日 第4回分科会
2018年12月14日 第5回分科会
2019年 3月21日 土木学会350委員会へ意見照会
2019年 3月29日 ガイドラインの策定通知
2019年 4月 1日 ガイドラインの適用開始
2019年 6月12日 ガイドラインに関する研修会



品質確保ガイドラインの基本

ガイドラインの中心は本編と資料編の2分冊



品質確保ガイドラインの基本

さらに以下がガイドラインに付属
【概要版】A3版2ページで全体を理解
【チェックシート】設計状況把握と施工状況把握
【データベース】施工記録を蓄積し，WEB上に公開

概要版（1ページ目） データベース（群馬県建設技術センター）



品質確保ガイドラインの目的

第1章 総則
１.１ ガイドラインの位置づけ
（１）本ガイドラインは、新設の土木コンクリート
構造物の耐久性を向上させることを目的に、コンク
リート構造物の品質確保に向けた具体的な取組みを
示したものである。
（２）本ガイドラインは、コンクリート構造物の建
設プロセスに関わる関係者全てが使用するものであ
る。個々の関係者が担当する箇所のみを参考とする
のではなく、他の建設プロセスの取組みも含めた全
体像を十分に理解し、全ての関係者が協働してコン
クリート構造物の品質確保に取り組む。



品質確保ガイドラインのポイント



品質確保ガイドラインのポイント

①群馬県独自のガイドラインの策定

 群馬県内で実施した試行工事の成果を反映
 山口県の「コンクリート構造物品質確保ガイド」
をベースに，他の資料も参照して策定

山口県ガイド

中国手引き(案)

北陸手引き(案)

東北手引き(案)

群馬県
ガイドライン（素案）
（山口ガイドの修正版）

群馬県
ガイドライン（案）

（最終版）

群馬県の特徴

群馬県の特徴を
踏まえて修正

他の手引き案を
踏まえた
ベストミックス

有識者
意見照会

有識者
意見照会

（九州指針（案））



品質確保ガイドラインのポイント

②コンクリート構造物の品質確保における
基本的な内容を解説

 品質確保のために特に重要な項目を「品質確保の
５つの手法」として整理

 施工者だけに任せるのではなく、発注者の主導の
もと、設計者などとも協働した品質確保を実現す
るため、設計から維持管理までの段階ごとに要点
を整理

 マスコンクリートの温度ひび割れ対策と照査を設
計段階から実施



品質確保ガイドラインのポイント

③実務者が確実かつ簡便に品質確保を行う
ためのツールの活用

 設計段階及び施工段階において、それぞれ発注者
と設計者及び施工者が技術的な対話を行い、状況
を把握する「設計状況把握チェックシート」及び
「施工状況把握チェックシート」 の活用

 設計、製造、施工など各建設プロセスにおける情
報を記録し、新設コンクリート構造物の品質確保
や建設後の維持管理に役立てる「コンクリート施
工記録」の活用



品質確保ガイドラインのポイント

④継続的な品質確保手法の改善に向けた
PDCAの仕組みを整理

 設計・施工の結果を検証
 群馬県建設技術センターによる「品質確保記録
データベース」の運用と公開

 品質確保記録データベースの分析結果に基づくガ
イドラインの改訂

Ｐ（計画）

Ｄ（実行）Ａ（改善）

Ｃ（分析・評価）

ガイドライン（案）と
DBに基づき、設計のPDCA
サイクルと発注を実施

各種様式の確認、蓄積・分析を行い、
コンクリートの品質に関する事項を評価

ガイドライン（案）の改訂を検討し、
評価結果や改訂内容を周知することで関係者
の技術力向上

施工のPDCAサイク
ルを確実に実施し、
コンクリート施工
記録を作成 DC

PA

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物品質確保WG

発注者 設計者 製造者 施工者

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(案)改訂分科会（仮称）

発注者 設計者 製造者 施工者

記録シート①

○基本情報

～

工区

緯度 経度

○構造 ○ひび割れ抑制対策

補強鉄筋

段

○寸法

m m

m kg/m3

○配筋

前面

背面 ○鉄筋比

前面 %

背面 %

設計純かぶり

備考

長さ（幅） 膨張材

その他の対策

主鉄筋

配力筋
鉄筋比（対策前）

鉄筋比（実　施）

打込み部位 タイプA段数

配筋状況（タイプB)

厚さ 誘発目地間隔

打込みリフト図

構造物種類 ---

構造形式 配筋状況（タイプA）

構造物名

構造物詳細 リフト名 1

工事名

施工場所

リフト図

発注者(事務所名) 受注者

路線・河川・地区等 工期

正面図 側面図

●施工状況把握ﾁｪｯｸｼｰﾄ
●ｺﾝｸﾘｰﾄ施工記録
●目視評価ｼｰﾄ

DC

PA

設計の
PDCAサイクル

施工の
PDCAサイクル

 

発注者、設計者

発注者、製造者、施工者

各建設関係者、群馬県建設企画課、

建設技術ｾﾝﾀｰ、ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物品質確保WG

群馬県建設企画課、

ガイドライン(案)改訂分科会（仮称）

P

D

C

A

■各段階の主な建設関係者

（次のスライドで図を拡大）



品質確保ガイドラインのポイント

④継続的な品質確保手法の改善に向けた
PDCAの仕組みを整理

Ｐ（計画）

Ｄ（実行）Ａ（改善）

Ｃ（分析・評価）

ガイドライン（案）と
DBに基づき、設計のPDCA
サイクルと発注を実施

各種様式の確認、蓄積・分析を行い、
コンクリートの品質に関する事項を評価

ガイドライン（案）の改訂を検討し、
評価結果や改訂内容を周知することで関係者
の技術力向上

施工のPDCAサイク
ルを確実に実施し、
コンクリート施工
記録を作成 DC

PA

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物品質確保WG

発注者 設計者 製造者 施工者

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(案)改訂分科会（仮称）

発注者 設計者 製造者 施工者

記録シート①
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鉄筋比（実　施）

打込み部位 タイプA段数

配筋状況（タイプB)

厚さ 誘発目地間隔

打込みリフト図

構造物種類 ---

構造形式 配筋状況（タイプA）

構造物名

構造物詳細 リフト名 1

工事名

施工場所

リフト図

発注者(事務所名) 受注者

路線・河川・地区等 工期

正面図 側面図

●施工状況把握ﾁｪｯｸｼｰﾄ
●ｺﾝｸﾘｰﾄ施工記録
●目視評価ｼｰﾄ
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施工の
PDCAサイクル



品質確保ガイドライン本編の構成

第１章 総則
第２章 品質確保の手法
第３章 品質確保のツール
第４章 品質の確認と措置
第５章 各種様式



品質確保ガイドライン資料編の構成

第１章 群馬県の特徴
第２章 品質確保に関するＰＤＣＡ
第３章 温度ひび割れに関する照査
第４章 施工上の留意点
第５章 散水試験の測定要領案
第６章 用語の解説

資料編では，
本編の策定における根拠情報や細部の理解に役
立つ具体的な関連情報をまとめた．



品質確保ガイドライン本編の構成

第１章 総則
第２章 品質確保の手法
第３章 品質確保のツール
第４章 品質の確認と措置
第５章 各種様式

第2章では，
新設構造物の品質を確保するための手法を5つ
にまとめ，設計，発注，製造・施工，引き渡
し・維持管理の流れとともに示した．
加えて，暑中・寒中コンクリートの留意点を示
した．



第2章 品質確保の手法

耐久性を低下させる 

主な要因 
品質確保の着眼点 品質確保の手法 品質確保の主な項目 

コールドジョイント、豆

板、著しい表面気泡、著

しい沈みひび割れ等 

初期欠陥の防止 

（弱点の根絶） 

手法１ 

確実な充填 

バイブレータを挿入しやすい部材

形状、鉄筋間隔、フレッシュコンク

リートの流動性、材料分離抵抗

性、適切な打込み、締固め 

過大な幅の温度ひび割

れ（収縮ひび割れ） 

手法２ 

ひび割れ抑制 

ひび割れ抑制を考慮した部材形

状、寸法、補強鉄筋、誘発目地の

設置、セメントの種類、コンクリート

の配合、温度管理、湿潤養生、追

加養生 

かぶり（厚さ）の不足 
手法３ 

かぶり（厚さ）の確保 

耐久性を考慮したかぶり（厚さ）の

設定、適切な鉄筋・型枠の組立て 

かぶりコンクリートの密

実性の不足 

劣化因子の抑制 

（内部侵入の抑制） 

手法４ 

かぶりコンクリートの 

密実性の確保 

密実なコンクリートとなる材料、配

合、適切な脱枠時期、仕上げ、 

湿潤養生、追加養生 

水掛り 
劣化因子の抑制 

（表面付着の抑制） 

手法５ 

排水・防水対策 

排水設備の適切な設置、 

防水工の適切な設置、 

表面被覆や表面含侵材の施工 

 

2.2.1

2.2.2

2.2.3

2.2.4

2.2.5



2.2.X ○○○○

（１）設計段階
設計者は・・・．発注者（監督員）は・・・．

（２）発注段階
発注者（監督員）は・・・．

（３）製造・施工段階
施工者は，・・・．発注者（監督員）は・・・．製造者は・・・．

（４）引き渡し段階
施工者は，・・・．発注者（監督員）は・・・．群馬県建設技
術センターは・・・．

（５）維持管理段階
群馬県は，・・・．

※検査や発注者（検査員）はガイドラインの対象外．



2.2.1 確実な充填

各段階の建設関係者は、コンクリートが確実に充
填されるように、協働して以下を実施する。



2.2.1 確実な充填

（１）設計段階
（a）設計者は、「最小スランプ」および「発注スランプ」
を設定する。なお、最小スランプとして8cmを確保したい
場合は、発注スランプを 12cmとしてよい。

荷卸しのスランプの

正規分布曲線

練上がりの
目標スランプ

荷卸しの
目標スランプ

打込みの
最小スランプ

現場までの運搬に伴う

スランプの低下

荷卸しのスランプの許容差

現場内での運搬に伴う
スランプの低下

荷卸し練上が 打込み

製造から打込みまでの時間・空間的移動

設
定
ス
ラ
ン
プ

解説 図2.3.2 各施工段階の設定スランプとスランプ経時変化の関係

発注スランプ12cm

最小スランプ
8cm



2.2.1 確実な充填

（１）設計段階
（b）発注者（監督員）は、設計状況把握チェックシート
を用いて、設計者が設定した「部材形状や鉄筋のあき」、
「発注スランプ」が施工性に配慮した適切なものとなって
いるかを確認する。

事務所名 業務名

構造物名 部位

受注会社 確認者

管理技術者 確認日時

記述 確認

－

－

５．排水・防水対策 －

－

「道路土工カルバート指針」にしたがって、排水・防水対策が適切に検討されているか。

６．申し送り事項 施工上の留意点がある場合には、申し送り事項に明記されているか。

要改善事項等
（中間打合せ時）

創意工夫事項等
（中間打合せ時）

３．かぶり(厚さ)の確保

鋼材を保護するための最小かぶりを適切に定めたか。

最小かぶりが図面に分かりやすく示されているか。

４．かぶりコンクリートの密実性確保

構造物の種類や環境条件に応じて最大水セメント比が定められているか。

空気量が適切に設定されているか。

２．温度ひび割れ抑制対策と照査

発注者が決定したひび割れ幅の限界値を確認しているか。

必要な温度ひび割れの抑制対策を実施したうえで、予想されるひび割れ幅が限界値を超え
ないことが照査されているか（予想されるひび割れ幅を記述）。

補強鉄筋による対策では、適切な鉄筋比が設定されているか。

補強鉄筋による対策では、適切な補強鉄筋の配筋が検討されているか。

ひび割れ誘発目地による対策では、目地間隔を適切に定めているか。

ひび割れ誘発目地による対策では、断面欠損率が50％以上となっているか。

合格した照査の条件および照査方法がコンクリート施工記録に明記されているか。

発注者は、初回打合せ時に、ガイドライン（案）に基づき設計を行うことを設計者に伝える。発注者は、中間打合せで本チェックシートを用いて設計者と技術的な対話を行い、各項目の実施状況を確認
する。必要に応じて納品打合せ時に各項目の実施状況を再確認することができる。
本チェックシートは構造物の種類別に使用する。同種の構造物が複数ある場合、代表的な構造物で本チェックシートを活用する。

品質確保手法 チェック項目

１．確実な充填

充填性を考慮した最小スランプが適切に設定されているか。

スランプロスや許容誤差を考慮した発注スランプが設定されているか。

鉄筋のあきの最小値は施工性を考慮して設定されているか。

【 群 馬 県 ： 設 計 業 務 履 行 状 況 チ ェ ッ ク シ ー ト 】 ボックスカルバート版

監督職員が

写しを群馬県建設技術センターに

提出

【凡例】

「 ○ 」：チェック項目が実施されている
「 ／ 」：チェック項目を実施する必要がない

係長
報告者

（監督員）



2.2.1 確実な充填

（２）発注段階
発注者（監督員）は、設計者が検討したコンクリートを確
実に充填するために配慮した事項を理解したうえで、設
計図書を作成し発注する。

（３）製造・施工段階
（b）施工者は、実際の施工条件に基づき打込みの最小ス

ランプと時間経過等に伴うスランプの低下を考慮して荷
下ろしの目標スランプ（発注スランプ）を決定し、コンク
リートの種類を選定する。



2.2.1 確実な充填

（４）引渡し段階
（a）施工者は、確実な充填に関する事項を記載したコンク
リート施工記録を作成し、発注者（監督員）に提出する。



2.2.1 確実な充填

（３）製造・施工段階
（c）施工者は、単位水量，単位セメント量，水セメント比を

配合計画書により確認し、スランプをコンクリートの受入

れ検査によって確認するとともに、基本事項を遵守し、
打込みと締固めを適切に行う。
作業区分 項 目 標 準 

打込み 

自由落下高さ（吐出口から打込み面までの高さ 1.5m 以内 

１層あたりの打込み高さ 40～50cm 

許容打重ね 

時間間隔 

外気温 25℃以下の場合 2.5 時間 

外気温 25℃を超える場合 2.0 時間 

打上り速度 30 分あたり 1.0～1.5m 

締固め 

締固め方法 棒状バイブレータ 

挿入間隔 50cm 以下 

挿入深さ 下層のコンクリートに 10cm 程度 

締固め時間 5～15 秒 

 

表2.2.1

コンクリートの打
込みと締固めの
方法に関する標
準的な目安



2.2.1 確実な充填

（３）製造・施工段階
（d）発注者（監督員）は、施工状況
把握チェックシートを用いて、コン
クリート打込み時の施工状況を把握
し、施工者の確実な充填を支援する。

工区

リフト

予定 実績

予定 実績

施工
段階

記述 確認

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

運搬

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

要改善
事項等

創意工夫事項
等

※打込み作業人員：コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者（監理・主任技術者やポンプ車運転手）を除いた人員

※※本シートは、山口県と国土交通省東北地方整備局のチェックシートをもとに群馬県コンクリート構造物品質確保ガイドライン（案）作成分科会が作成したものである。

係長 報告者
(監督員)

監督員が
写しを群馬県建設技術センターに

提出

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けているか。

養生

打込み終了後、ただちにシートやその他の適当な材料で表面を覆う等の対策により、初期凍害を防止しているか。【寒中】

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。（凍結の恐れがある場合はその限りでない。）【寒中】

コンクリートに給熱する場合、コンクリートが急激に乾燥することや局部的に熱せられることがないようにしているか。【寒中】

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。（打込み時の計画を記入）

保温養生または給熱養生を終了する際にコンクリート温度を急激に低下させていないか。【寒中】

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。（打込み時の計画を記入）

2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以下としているか。また、コンクリートが分離落下していないか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいるか。

締固め

バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。

締固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

締固め時間は適切か（５～15秒）

ポンプ車のアウトリガーの張出及び敷板養生は十分か。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切か。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

打込み時のコンクリート温度は適切か。【暑中】【寒中】

鉄筋の乱れや型枠継ぎ目からモルタル漏れはないか。

コンクリートの横移動が不要となる適切な位置に、先端ホースを垂直に降ろしているか。また、先端ホースの長さ、径は適切か。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

一層の高さは、50cm以下としているか。

凍結防止のため打継目は乾燥しているか。また、打込み直前に散水してぬらしているか。【寒中】

コンクリートから吸水する部分(型枠、地盤等）を湿潤状態に保っているか。（凍結の恐れがある場合はその限りでない。）【寒中】

鉄筋にコンクリートが付着していた場合には、これを取り除いてあるか。

急な雨に対応出来るように、シート等は用意されているか。

鉄筋、型枠等に氷雪が付着していないか。付着している場合は確実に取り除いているか。【寒中】

打込まれたコンクリートが外気温や風雪によって急冷されない（型枠内に氷雪が入り込まない）ような対策をしているか。【寒中】

チェック項目

準備

コンクリート打込み作業人員（※）に余裕を持たせているか。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

運搬装置・打込み設備は汚れていないか。

足洗い場が設置されており、足場等も汚れていないか。

型枠内部に、木屑や結束線等の異物はないか。

かぶり内に結束線はないか。

硬化したコンクリートの表面のレイタンス等は取り除き、ぬらしているか。

打込み開始時刻 打込み開始時気温 天候

打込み終了時刻 打込み量(m3) リフト高(m)

受注者 確認者

配合 確認日時

【 群　馬　県：施　工　状　況　把　握　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト 】

事務所名 工事名

構造物名 部位

【凡例】

「○」：チェック項目が実施されている
「×」：チェック項目が実施されていない
「／」：チェック項目を実施する必要がない

次のスライドでチェックシートを拡大

基本30項目
（＋9項目）



2.2.1 確実な充填

（３）製造・施工段階
（d）発注者（監督員）は、施工状況把握チェックシートを用

いて、コンクリート打込み時の施工状況を把握し、施工者
の確実な充填を支援する。

工区

リフト

予定 実績

予定 実績

施工
段階

記述 確認

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

運搬

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

要改善
事項等

創意工夫事項
等

※打込み作業人員：コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者（監理・主任技術者やポンプ車運転手）を除いた人員

※※本シートは、山口県と国土交通省東北地方整備局のチェックシートをもとに群馬県コンクリート構造物品質確保ガイドライン（案）作成分科会が作成したものである。

係長 報告者
(監督員)

監督員が
写しを群馬県建設技術センターに

提出

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けているか。

養生

打込み終了後、ただちにシートやその他の適当な材料で表面を覆う等の対策により、初期凍害を防止しているか。【寒中】

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。（凍結の恐れがある場合はその限りでない。）【寒中】

コンクリートに給熱する場合、コンクリートが急激に乾燥することや局部的に熱せられることがないようにしているか。【寒中】

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。（打込み時の計画を記入）

保温養生または給熱養生を終了する際にコンクリート温度を急激に低下させていないか。【寒中】

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。（打込み時の計画を記入）

2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以下としているか。また、コンクリートが分離落下していないか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいるか。

締固め

バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。

締固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

締固め時間は適切か（５～15秒）

ポンプ車のアウトリガーの張出及び敷板養生は十分か。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切か。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

打込み時のコンクリート温度は適切か。【暑中】【寒中】

鉄筋の乱れや型枠継ぎ目からモルタル漏れはないか。

コンクリートの横移動が不要となる適切な位置に、先端ホースを垂直に降ろしているか。また、先端ホースの長さ、径は適切か。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

一層の高さは、50cm以下としているか。

凍結防止のため打継目は乾燥しているか。また、打込み直前に散水してぬらしているか。【寒中】

コンクリートから吸水する部分(型枠、地盤等）を湿潤状態に保っているか。（凍結の恐れがある場合はその限りでない。）【寒中】

鉄筋にコンクリートが付着していた場合には、これを取り除いてあるか。

急な雨に対応出来るように、シート等は用意されているか。

鉄筋、型枠等に氷雪が付着していないか。付着している場合は確実に取り除いているか。【寒中】

打込まれたコンクリートが外気温や風雪によって急冷されない（型枠内に氷雪が入り込まない）ような対策をしているか。【寒中】

チェック項目

準備

コンクリート打込み作業人員（※）に余裕を持たせているか。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

運搬装置・打込み設備は汚れていないか。

足洗い場が設置されており、足場等も汚れていないか。

型枠内部に、木屑や結束線等の異物はないか。

かぶり内に結束線はないか。

硬化したコンクリートの表面のレイタンス等は取り除き、ぬらしているか。

打込み開始時刻 打込み開始時気温 天候

打込み終了時刻 打込み量(m3) リフト高(m)

受注者 確認者

配合 確認日時

【 群　馬　県：施　工　状　況　把　握　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト 】

事務所名 工事名

構造物名 部位

【凡例】

「○」：チェック項目が実施されている
「×」：チェック項目が実施されていない
「／」：チェック項目を実施する必要がない



2.2.1 確実な充填

（４）引渡し段階
（a）施工者は、確実な充填に関する事項を記載したコン
クリート施工記録を作成し、発注者（監督員）に提出す
る。また、目視評価を実施した場合は目視評価シートも提
出するものとする。

（b）発注者（監督員）は、施工状況把握チェックシート、
コンクリート施工記録および目視評価シートを群馬県建
設技術センターに提出する。
（ｃ）群馬県建設技術センターは、施工状況把握チェッ
クシート、コンクリート施工記録および目視評価シートを

品質確保記録データベースに登録する。



2.2.1 確実な充填

（５）維持管理段階

群馬県は、品質確保記
録データを、当該構造
物の維持管理に活
用する。また、施工時に
生じた不具合の情報や
供用中の構造物の点検
で確認された変状の情
報を分析し、「確実な充
填」の手法を検証し改善
する。

 

Ｐ（計画）

Ｄ（実行）Ａ（改善）

Ｃ（分析・評価）

ガイドライン（案）と
DBに基づき、設計のPDCA
サイクルと発注を実施

各種様式の確認、蓄積・分析を行い、
コンクリートの品質に関する事項を評価

ガイドライン（案）の改訂を検討し、
評価結果や改訂内容を周知することで関係者
の技術力向上

施工のPDCAサイク
ルを確実に実施し、
コンクリート施工
記録を作成 DC

PA

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物品質確保WG

発注者 設計者 製造者 施工者

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(案)改訂分科会（仮称）

発注者 設計者 製造者 施工者

記録シート①

○基本情報

～

工区

緯度 経度

○構造 ○ひび割れ抑制対策

補強鉄筋

段

○寸法

m m

m kg/m3

○配筋

前面

背面 ○鉄筋比

前面 %

背面 %

設計純かぶり

備考

長さ（幅） 膨張材

その他の対策

主鉄筋

配力筋
鉄筋比（対策前）

鉄筋比（実　施）

打込み部位 タイプA段数

配筋状況（タイプB)

厚さ 誘発目地間隔

打込みリフト図

構造物種類 ---

構造形式 配筋状況（タイプA）

構造物名

構造物詳細 リフト名 1

工事名

施工場所

リフト図

発注者(事務所名) 受注者

路線・河川・地区等 工期

正面図 側面図

●施工状況把握ﾁｪｯｸｼｰﾄ
●ｺﾝｸﾘｰﾄ施工記録
●目視評価ｼｰﾄ

DC

PA

設計の
PDCAサイクル

施工の
PDCAサイクル

 

Ｐ（計画）

Ｄ（実行）Ａ（改善）

Ｃ（分析・評価）

施工記録、目視評価シートを
参考に点検計画および維持管
理計画を策定

施工記録、施工状況把握チェッ
クシート、点検結果、補修履歴
などのデータを分析・評価

分析・評価結果を踏まえた維持管
理計画の見直し
(対策順位,点検頻度・項目など)

点検・調査時に施工記録、目視
評価シートを活用し初期欠陥、
の見落とし防止、劣化の発生・
進行の把握、対策実施、記録

[維持管理計画の立案]

[点検,調査,対策の実施と記録]

[分析・評価]

[維持管理計画の見直し]

資料編より



2.2.2 ひび割れ抑制

各建設段階の建設関係者は、水和熱に起因した
温度ひび割れの発生が懸念される場合には、ひ
び割れを抑制するため、協働して以下を実施する。
乾燥収縮によるひび割れが想定される構造物は、適切な
抑制対策を以下の取り扱いに準じて行うとよい。



2.2.2 ひび割れ抑制

（１）設計段階
（a）発注者（監督員）は、ひび割れ幅の限界値を決
定し、設計業務履行状況チェックシートを用いて主導的
に設計者と技術的な対話を行い、設計者が設定した温度
ひび割れの抑制対策と照査が適切な内容となっているか

確認する。なお、本ガイドライン適用構造物において
はひび割れ幅の限界値は0.2mmとしてよい。
（b）設計者は、施工条件を想定して温度ひび割れ
の抑制対策の検討と照査を行うとともに、抑制対策
方法や照査条件などをコンクリート施工記録に明示し、発
注者（監督員）に提出する。



2.2.2 ひび割れ抑制

（１）設計段階
（a）発注者（監督員）は、ひび割れ幅の限界値を決定
（b）設計者は、施工条件を想定して温度ひび割れの抑制
対策の検討と照査を行う

限界値
の設定

設計における
目標値の設定

ひび割れ
抑制対策

照査 設計終了
（発注へ）

OK

NG

予測値≦目標値

設計（対策）の見直し

発注者 設計者



2.2.2 ひび割れ抑制

（３）製造・施工段階
（b）発注者（監督員）および施工者は、設計段階で温度ひ

び割れの抑制対策を検討していない場合や、設計段階で
想定した施工条件が実際と異なる場合は、実際の施工条
件に基づく温度ひび割れの照査をあらためて実施し、必
要に応じ抑制対策を見直す。

設計段階における
温度ひび割れの照査

設計時の照査条件
が実際の施工条件
に合致しているか

実際の施工条件に基づく
温度ひび割れの再照査

設計時に定めた条件およ
び施工計画に従った施工

再照査時に定めた条件お
よび施工計画に従った施工

設計段階 施工段階

YES

NO



2.2.2 ひび割れ抑制

（４）引渡し段階
（ａ）施工者は、温度ひび割れの抑制と照査に関する事項
を記載したコンクリート施工記録を作成し発注者（監督
員）に提出する。



2.2.2 ひび割れ抑制

２．２．２．１ 温度ひび割れの抑制対策
温度ひび割れの発生が懸念される場合には、設計およ
び施工の各段階において、構造物の種類や施工条件お
よびひび割れ幅の予測の不確実性を考慮し、抑制対策を
検討する。

（１）設計段階の温度ひび割れを抑制する対策の検討は、
構造物の種類や想定される標準的な施工条件により行う。

（２）施工段階では、設計段階による温度ひび割れに対す
る照査条件が実際の施工条件に合致していることを確認
し、合致していない場合は、実際の施工条件を勘案して
温度ひび割れを抑制する対策を実施する。



2.2.2 ひび割れ抑制

２．２．２．１ 温度ひび割れの抑制対策
温度ひび割れの発生が懸念される場合には、設計およ
び施工の各段階において、構造物の種類や施工条件お
よびひび割れ幅の予測の不確実性を考慮し、抑制対策を
検討する。
【解 説】

設計段階や施工計画段階での温度ひび割れの抑制対策
は、ひび割れ予測の不確実性を考慮し、限界値よりも安
全側となるように最大ひび割れ幅の目標値を設定して検
討するとよい。予測される最大ひび割れ幅の目標値は、
ひび割れ幅の限界値を0.2mmとする場合には、
0.15mmとしてよい。一方、施工後には、ひび割れ幅が限
界値以下に抑制されていることを確認することとなる。



2.2.2 ひび割れ抑制

①補強鉄筋による温度ひび割れの抑制対策
一体性を確保した設計が望ましい橋台たて壁、橋台胸
壁、壁式橋脚柱などにおいては、ひび割れ誘発目地を
使用せず、補強鉄筋の追加やコンクリートの打継ぎ間
隔を短くするなどの対策によって温度ひび割れの幅を抑
制することを標準とする。

部材 
最大ひび割れ幅の限界値 

（余裕を見込んだ目標値） 
鉄筋比 

橋台たて壁（およびその類似構造物） 0.2mm （0.15mm） 0.3％ 

橋台胸壁（およびその類似構造物） 0.2mm （0.15mm） 0.5％ 

 

解説表2.3 各部材における補強鉄筋追加後の鉄筋比の目安



2.2.2 ひび割れ抑制

①補強鉄筋による温度ひび割れの抑制対策



2.2.2 ひび割れ抑制

②ひび割れ誘発目地による温度ひび割れの抑制
対策
構造物を分割することが性能の低下につながらないと考

えられるボックスカルバート側壁や擁壁類たて壁な
どにおいては、ひび割れ誘発目地によって温度ひび割
れの発生箇所を制御することを標準とする。

解説表 2.4 誘発目地の設置間隔の目安

打込み時期 誘発目地間隔 

打込み時のコンクリート温度が低い時期 5.0m 

その他の時期 3.5m 

 



2.2.2 ひび割れ抑制

２．２．２．２ 温度ひび割れの照査
温度ひび割れの照査は、実績による評価を基本と
し、当面は、山口県のコンクリート構造物品質確保
ガイドに示されているコンクリート施工記録のデー
タベースを用いる。実績による評価が難しい場合は、
その他の適切な方法により行う。

（１）設計段階の温度ひび割れに対する照査は、構造物
の種類や想定される標準的な施工条件により行う。

（２）施工段階では、設計段階による温度ひび割れに対す
る照査条件が実際の施工条件に合致していることを確認
し、合致していない場合は、実際の施工条件を勘案して
温度ひび割れに対する照査を再度行う。



2.2.2 ひび割れ抑制

山口県DBによる

実績による評価

は実施可能か

九州地整の簡易

推定資料による

評価は実施可能

か

温度ひび割れの照査を省略 無対策

No

Yes

No

No

温度ひび割れ対策を検討

山口県DBによる

温度ひび割れの照査を実施

九州地整の簡易推定資料による

温度ひび割れの照査を実施

End

照査は合格か

Yes

Yes

No

Yes

Start

温度ひび割れの

抑制対策が必要か

（１）設計段階の温度ひび割れに対する照査は、
構造物の種類や想定される標準的な施工条件により行う。

※基本は山口県DBによるひび割れの照査



2.2.2 ひび割れ抑制

（１）設計段階の温度ひび割れに対する照査は、
構造物の種類や想定される標準的な施工条件により行う。

【解説】
［施工条件の設定］
温度ひび割れの照査においては、温度ひび割れの発生に影響を与える施工条
件をあらかじめ設定する。
一般には、想定される標準的な施工条件を以下としてよい。

１）コンクリートの打込み時期
施工時期が明らかな場合には、その時期を照査に用いる。施工時期が明らかで

はない場合、4月～10月をコンクリートの打込み時期として設定してよい。

２）コンクリートのリフト高さ
部材の高さが4mを超えて打込みリフトを分割してコンクリートを打ち継ぐ必要が

ある場合には、2m～3m程度に等分割した値をコンクリートのリフト高さの
標準と設定してよい。

３）コンクリートの打継ぎ間隔
コンクリートを複数のリフトに分割して打ち継ぐことが想定される場合には、一般

的な打継ぎ間隔の中で比較的大きな30日を標準と設定してよい。



山口県DBによる

実績による評価

は実施可能か

九州地整の簡易

推定資料による

評価は実施可能

か

温度ひび割れの照査を省略

No

Yes

No

No

実際の施工条件に基づき、

温度ひび割れ対策を見直し

山口県DBによる

温度ひび割れの照査を実施

九州地整の簡易推定資料による

温度ひび割れの照査を実施

End

照査は合格か

Yes

Yes

No

Yes

Start

設計と施工の前提条件は

一致しているか。

温度応力解析による

照査は実施可能か

（要協議）

Yes

温度応力解析による

温度ひび割れの照査を実施

No

設計段階で照査を

実施したか。

Yes

No

2.2.2 ひび割れ抑制

（２）施工段階では、設計段階による温度ひび割れに対する
照査条件が実際の施工条件に合致していることを確認し、合
致していない場合は、実際の施工条件を勘案して温度ひび割
れに対する照査を再度行う。

※基本は山口県DBによるひび割れの再照査
※温度応力解析の実施も可能（要協議）



第3章 品質確保のツール

品質確保のツールは、第2章に示した５つの品質確保の

手法を確実に実施するための建設関係者の取組みを支
援するものである。

品質確保のツールは、

１「コンクリート施工記録」 ※必須
２「設計状況把握チェックシート」 ※必須
３「施工状況把握チェックシート」 ※必須
４「目視評価シート」 ※任意
５「品質確保記録データベース」 ※必須
の５つから構成される。



第3章 品質確保のツール

Ｐ（計画）

Ｄ（実行）Ａ（改善）

Ｃ（分析・評価）

ガイドライン（案）と
DBに基づき、設計のPDCA
サイクルと発注を実施

各種様式の確認、蓄積・分析を行い、
コンクリートの品質に関する事項を評価

ガイドライン（案）の改訂を検討し、
評価結果や改訂内容を周知することで関係者
の技術力向上

施工のPDCAサイク
ルを確実に実施し、
コンクリート施工
記録を作成 DC

PA

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物品質確保WG

発注者 設計者 製造者 施工者

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(案)改訂分科会（仮称）

発注者 設計者 製造者 施工者

記録シート①

○基本情報

～

工区

緯度 経度

○構造 ○ひび割れ抑制対策

補強鉄筋

段

○寸法

m m

m kg/m3

○配筋

前面

背面 ○鉄筋比

前面 %

背面 %

設計純かぶり

備考

長さ（幅） 膨張材

その他の対策

主鉄筋

配力筋
鉄筋比（対策前）

鉄筋比（実　施）

打込み部位 タイプA段数

配筋状況（タイプB)

厚さ 誘発目地間隔

打込みリフト図

構造物種類 ---

構造形式 配筋状況（タイプA）

構造物名

構造物詳細 リフト名 1

工事名

施工場所

リフト図

発注者(事務所名) 受注者

路線・河川・地区等 工期

正面図 側面図

●施工状況把握ﾁｪｯｸｼｰﾄ
●ｺﾝｸﾘｰﾄ施工記録
●目視評価ｼｰﾄ

DC

PA

設計の
PDCAサイクル

施工の
PDCAサイクル

ツール①
施工記録

ツール③
施工チェックシート

ツール②
施工チェックシート

ツール④目視評価

ツール⑤データベース

継続的な品質確保手法の改善に向けたPDCAの仕組みを整理



第4章 品質の確認と措置

４.１ 一般

品質確保の手法を用いて施工したコンクリート構造物に

対し、施工者および発注者は、適切な方法で品質
確保の状況を確認・検査し、その結果により必要な措
置を行う。

【解説】
第2章に示した品質確保に関する5つの手法（①確実な

充填、②ひび割れの抑制、③かぶり（厚さ）の確保、④か
ぶりコンクリートの密実性確保、⑤排水・防水対策）が確
実に実施されているか確認する必要がある。



第4章 品質の確認と措置

４.１ 一般

品質確保の手法を用いて施工したコンクリート構造物に

対し、施工者および発注者は、適切な方法で品質
確保の状況を確認・検査し、その結果により必要な措
置を行う。

＜確認～措置は全3ステップ＞
４.２ 施工者による品質管理と調査
４.３ 発注者による確認
４.４ 著しい不具合を確認した場合の措置



４.２ 施工者による品質管理と調査

（１）施工者は、品質管理として、コンクリートの状態を適
切に把握し、施工したコンクリート構造物の品質が確保さ
れていることを確認する。

不具合の種類 方法 確認期間 頻度 

確実な充填、 

沈みひび割れ、豆板、 

コールドジョイント、表面気泡など 

目視 脱型後 1 回 

温度ひび割れ 

貫通ひび割れ 

目視 

コンクリート打込み後、 

4 週間 

脱型時および週 1 回

（計 5 回） 

表面ひび割れ 
コンクリート打込み後、 

10 日間 

脱型時と脱型から 10

日目（計 2 回） 

かぶり（厚さ） 
目視（中間） 

非破壊 

鉄筋工、型枠工完了時 

脱型時 
1 回 

かぶりコンクリートの密実性 
目視 

その他 
脱型後 1 回 

排水・防水施設 目視 完成後 1 回 

 



第5章 各種様式

「コンクリート施工記録」
入力サンプル（見本）は群馬県建設技術センターHP

「設計状況把握チェックシート」
橋梁版，ボックスカルバート版，擁壁版

「施工状況把握チェックシート」
暑中・寒中コンクリートの留意点を含む

「目視評価シート」
採点表とグレード例

記録シート①

○基本情報

～

工区

緯度 経度

○構造 ○ひび割れ抑制対策

補強鉄筋

D19 @125

1 段

○寸法

2.20 m m

10.10 m kg/m3

○配筋

前面 D29 @125

背面 D29 @125 ○鉄筋比

前面 D19 @125 0.11 %

背面 D19 @125 0.30 %

リフト図

発注者(事務所名) ○○土木事務所 受注者 ○○建設(株)

路線・河川・地区等 県道○○号　○○橋下部工事 工期 H29.4.1 H30.3.31

工事名 ○○○工事 2

施工場所 ○○市○○地内 ○度○分○秒 ○度○分○秒

構造物名 ○○橋

構造物詳細 A1橋台 リフト名 第2リフト

誘発目地間隔

打込みリフト図

構造物種類 橋台 タイプA

構造形式 RC構造 配筋状況（タイプA）

主鉄筋

配力筋
鉄筋比（対策前）

鉄筋比（実　施）

打込み部位 たて壁 タイプA段数

配筋状況（タイプB)

厚さ

設計純かぶり 40mm

備考

長さ（幅） 膨張材

その他の対策

正面図 側面図

構造物の場所を
緯度経度で記入リフト毎に記入

補強鉄筋のタイプを選択

1段、2段等
を記入

誘発目地を
設置した場
合は、その
間隔を記入

膨張剤を使用した
場合に記入

鉄筋径・ピッチを
選択または記入

事務所名 業務名

構造物名 部位

受注会社 確認者

管理技術者 確認日時

記述 確認

8cm ○

12cm ○

150mm ○

－

70mm ○

－ ○

55% ○

4.5% ○

５．排水・防水対策 －

－

群馬県「道路橋計画・設計要領」にしたがって、排水・防水対策が適切に検討されているか。
（48-49ページ）

６．申し送り事項 施工上の留意点がある場合には、申し送り事項に明記されているか。

要改善事項等
（中間打合せ時）

次回打合せまでに群馬県「道路橋計画・設計要領」にしたがって、排水・防水対策を検討すること（2018/１/29）。
施工上の留意点がある場合には、申し送り事項に明記すること（2018/1/29）。

創意工夫事項等
（中間打合せ時）

設計対象に用いるバイブレータの仕様を明確にしたうえで、鉄筋のあきを設計した（2017/9/20）。

３．かぶり(厚さ)の確保

鋼材を保護するための最小かぶりを適切に定めたか。（39ページ）

最小かぶりが図面に分かりやすく示されているか。（40ページ）

４．かぶりコンクリートの密実性確保

構造物の種類や環境条件に応じて最大水セメント比が定められているか。（44ページ）

空気量が適切に設定されているか。（44ページ）

２．温度ひび割れ抑制対策と照査

発注者が決定したひび割れ幅の限界値を確認しているか。（31ページ）

必要な温度ひび割れの抑制対策を実施したうえで、予想されるひび割れ幅が限界値を超え
ないことが照査されているか（予想されるひび割れ幅を記述）。（31ページ）

補強鉄筋による対策では、適切な鉄筋比が設定されているか。（32ページ）

補強鉄筋による対策では、適切な補強鉄筋の配筋が検討されているか。（32ページ）

ひび割れ誘発目地による対策では、目地間隔を適切に定めているか。（33ページ）

ひび割れ誘発目地による対策では、断面欠損率が50％以上となっているか。（33ページ）

合格した照査の条件および照査方法がコンクリート施工記録に明記されているか。

○○　○○
2017/9/20（水）10：00～12：00、2017/11/27（月）10：00～12：00
2018/1/29（月）　13:00～16:00

発注者は、初回打合せ時に、ガイドライン（案）に基づき設計を行うことを設計者に伝える。発注者は、中間打合せで本チェックシートを用いて設計者と技術的な対話を行い、各項目の実施状況を確認
する。必要に応じて納品打合せ時に各項目の実施状況を再確認することができる。
本チェックシートは構造物の種類別に使用する。同種の構造物が複数ある場合、代表的な構造物で本チェックシートを活用する。

品質確保手法 チェック項目

１．確実な充填

充填性を考慮した最小スランプが適切に設定されているか。（22ページ）

スランプロスや許容誤差を考慮した発注スランプが設定されているか。（22ページ）

鉄筋のあきの最小値は施工性を考慮して設定されているか。（22ページ）

【 群 馬 県 ： 設 計 業 務 履 行 状 況 チ ェ ッ ク シ ー ト 】H29_橋梁版

○○事務所 〇〇設計業務委託

○○○橋 床版

○○設計コンサルタント 〇〇係　〇〇 〇〇

監督職員が

写しを群馬県建設技術センターに

提出

【凡例】

「 ○ 」：チェック項目が実施されている
「 ／ 」：チェック項目を実施する必要がない

係長
報告者

（監督員）

工区 1

リフト 2

予定 8:30 実績 8:40

予定 12:00 実績 13:45

施工
段階

記述 確認

8人 ○

4台中1台 ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－

－ ○

－ ○

運搬 30分 ○

－ ○

－ ×

－ ○

－ ○

－ ○

30cm ○

－ ○

約0.6m ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

約10秒 ○

－ ○

－ ○

10日間 ○

15日間 〇

要改善
事項等

型枠継ぎ目からノロ漏れが確認されたため、対応を指示した。次回打設への検討。

創意工夫事
項等

締固めの際、確実に下層に10cm程度挿入するために、バイブレータに目印テープを付けて挿入深さを管理した。

※打込み作業人員：コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者（監理・主任技術者やポンプ車運転手）を除いた人員

※※本シートは、山口県のチェックシートをもとに群馬県コンクリート構造物品質確保ガイドライン（案）作成分科会が作成したものである。

係長

監督員が
写しを群馬県建設技術センターに

提出

報告者
(監督員)

バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

締固め時間は適切か（５～15秒）

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けているか。

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。（打込み時の計画を記入）

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。（打込み時の計画を記入）

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

一層の高さは、50cm以下としているか。

2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以下としているか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいるか。

締固め

バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。

締固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

硬化したコンクリートの表面のレイタンス等は取り除き、ぬらしているか。

コンクリートから吸水する部分(型枠、地盤等）を湿潤状態に保っているか。

鉄筋にコンクリートが付着していた場合には、これを取り除いてあるか。

ポンプ車のアウトリガーの張出及び敷板養生は十分か。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は、2時間以内か。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋の乱れや型枠継ぎ目からモルタル漏れはないか。

コンクリートの横移動が不要となる適切な位置に、先端ホースを垂直に降ろしているか。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

チェック項目

準備

コンクリート打込み作業人員（※）に余裕を持たせているか。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

急な雨に対応出来るように、シート等は用意されているか。

運搬装置・打込み設備は汚れていないか。

足洗い場が設置されており、足場等も汚れていないか。

型枠内部に、木屑や結束線等の異物はないか。

かぶり内に結束線はないか。

打込み開始時刻 打込み開始時気温 18.0℃ 天候 晴れ

打込み終了時刻 打込み量(m3) 126m
3 リフト高(m) 1.6

受注者 ○○建設(株) 確認者 工務○○係　○○○○

配合 24-8-25BB 確認日時 2017/10/16（月）　　8:00～10:00

【 群 馬 県 ： 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト】H29版

事務所名 ○○土木事務所 工事名 　県道○○線　○○橋下部工　Ａ１橋台

構造物名 ○○橋　Ａ１橋台 部位 たて壁

【凡例】

「○」：チェック項目が実施されている
「×」：チェック項目が実施されていない

「／」：チェック項目を実施する必要がない

群馬県コンクリート構造物品質確保の取組み

記入年月日：　 2017年 12月 22日

記入者所属：　　　　○○建設（株）

番号

構造物名

竣工年

記入者評価 全体概略評価 記入者評価 全体概略評価 記入者評価 全体概略評価

沈みひび割れ 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

表面気泡 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

打重ね線 2.0 2.0 2.0 2.0 2.5 2.0

ノロ漏れ 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

砂すじ 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0

備考

（評価しながら
気になった部分
等記述）

※点数は、０．５刻みとする。
※全体概略評価とは、参加者による最も人数の多かった点数を記入

・再振動が不十分だっ
たため、沈みひび割
れが発生した可能性
がある。

・施工状況把握チェッ
クシートを見ると、上
層のコンクリートの打
込みを下層のコンク
リートが固まり始める
前に行えなかったよう
である。

・打重ね線が発生して
いるのは、打重ね時
間間隔が不適切で
あったことが原因と考
えられる。

・打込みの準備段階
で打重ね時間間隔を
作業員に周知するな
ど、時間管理を適切に
行えるように改善を図
る必要がある。

記入者氏名：　○○　○○　△△　△△　■■　■■

○○土木事務所　

○○橋 ○○橋 ○○橋

2017年 2017年 2017年

目視評価結果記入シート

1 2 3 4

-

④型枠継ぎ目
のノロ漏れ

・調査対象範囲にノロ漏れがほと
んど認められない

・調査対象範囲の概ね1/10以上
にノロ漏れが認められる

・調査対象範囲の概ね1/3以上に
ノロ漏れが認められる

・2点の状態よりも劣る

⑤砂すじ

・調査対象範囲に砂すじがほとん
ど認められない

・調査対象範囲の概ね1/10以上
に砂すじが認められる

・調査対象範囲の概ね1/3以上に
砂すじが認められる

・2点の状態よりも劣る

③打重ね線

・近接では打重ね線が認められる
ものの、約10m離れた遠方からは
認められない

・約10m離れた遠方から、打重ね
線が認められる

・約10m離れた遠方から、打重ね
線がはっきりと認められる

・2点の状態よりも劣る

②表面気泡

①沈みひび割
れ

・5mm以下の気泡がほとんどない

(目安：概ね50個以下/m2）

・5mm以下の気泡が認められる

　(目安：概ね50個以上/m2）

・10mm以下の気泡が認められる

　　(目安：概ね50個以上/m2）

構
造
物
の
オ
ー

ナ
ー

か
ら
不
具
合
と
判
定
さ
れ
る
状
況
で
補
修
を
要
す
る
も
の

・ビーコン近傍にも沈みひび割れ
がない

・目視調査範囲のビーコンの概ね1/5
以上に沈みひび割れが発生

・目視調査範囲のビーコンの概ね1/2
以上に沈みひび割れが発生

・2点の状態よりも劣る
・ビーコン直径の3倍以上の長さの沈
みひび割れが発生

・ビーコン直径の5倍以上の長さの沈
みひび割れが発生

・2点の状態よりも劣る

一般的に｢良｣とされる範囲 不適合

４点 ３点 ２点 １点評価項目

評価基準



群馬県品質確保記録データベース



群馬県データベース：検索画面



群馬県データベース：施工記録①



施工記録シート（シート⑦）群馬県データベース：施工記録⑦



＜５＞ガイドラインの運用状況

【報告】

群馬県品質確保ガイドライン運用担当

群馬県県土整備部契約検査課

検査主幹 高野 栄一

補佐（検査企画係長） 児島 寛



＜５＞ガイドラインの運用状況

2019年 3月29日 ガイドラインの策定通知
2019年 4月 1日 ガイドラインの適用開始
2019年 4月18日 契約検査課検査員 現場研修
2019年 5月28日 群馬県建設工事技術調整会議
2019年 6月12日 ガイドラインに関する研修会
2019年 7月11日 市町村建設工事主管課長会議

（ガイドラインの紹介）



場 所：国道145号 上信自動車道
構造物：函渠工 Ｂ6.5ｍ×Ｈ4.6ｍ L=43.1ｍ

Ｖ＝1,237.0㎥ 内空断面積29.9㎡
参加人数：20人
コンクリート打設：7：30～17：00 打設量：260㎥

2019年 4月18日 契約検査課検査員 現場研修



対象者：県土整備部職員、森林環境部職員、農政部職員、
企業局職員、市町村職員、群馬県建設業協会実務者、
群馬県測量設計業協会員、コンクリート製造実務者

参加人数：３００人

2019年 6月12日 ガイドラインに関する研修会



2019年 6月12日 ガイドラインに関する研修会



群馬県コンクリート構造物品質確保ガイドラインの運用について

本ガイドラインの運用は、令和元年度から「対象構造物※１」を対象に開始する（発注者指定型） 。
また、受注者が「対象構造物」以外での運用を希望する場合は、必要経費を計上し、取り組むことができるものとする（受注者希望型）。
※１：「群馬県土木工事施工管理基準および規格値」で定める重要構造物のうち、擁壁（H=5m以上）、ボックスカルバート（内空断面積25m2以上）、

橋梁（上・下部・床版）、トンネル、樋門・樋管（内空断面積10m2以上）、洞門における鉄筋コンクリート構造物

１．運用方針

２．運用方法

【実施内容】

○ガイドラインに基づき、対象構造物に係る工事と設計

業務の実施

○進捗管理シートを作成し報告

○受注者への技術的指導

○現場研修会の実施

各 事 務 所

【実施内容】

○運用全体の進捗管理

○全体研修会の実施（６月12日）

○現場研修会情報を提供

○中間検査時にガイドライン運用

確認・指導

○検査時に構造物の仕上がり確認

○データベースの分析

契 約 検 査 課

全体研修会、現場研修会の情報提供
中間検査時のガイドライン運用確認・指導

【実施内容】

○ガイドラインに基づく工事又は設計業務の実施

○全体研修会への参加

○現場研修会への参加

施工業者／設計業者

研修会へ参加
設計・工事データの提出

【実施内容】

○データベースの運用管理

群馬県建設技術センター

データの
提供

受注者への
技術的指導

データの
提供

全体研修会、現場研修会の情報提供

全体研修会へ参加

データの
提供

データの
提供

進捗管理報告
・現場研修会の情
報提供

設計・工事
データの提出

2019年5月28日 群馬県建設工事技術調整会議



H31年度「技術水準の向上を目的とした工事検査」の取り組み

契約検査課の検査において、公共工事の品質を確保する上で施工上問題があり改善が必要となった事案または模範となるような事例を
整理し、①「重点ﾃｰﾏ」を決め②検査を実施し③指導する ことを目的とする。

１．目的

２．取り組みの基本方針

①H31年度「重点ﾃｰﾏ」決定 ②報告事案の決定 ③発注機関へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

３．

具
体
的
取
り
組
み

★取り組みⅠ：
H31年度検査におけるﾃｰﾏ選定

★取り組みⅡ：
H31年度検査の重点ﾃｰﾏの周知

★取り組みⅢ：
検査時に重点ﾃｰﾏの検査・確認

★取り組みⅣ：
重点ﾃｰﾏに係る①・②事案の確認

時の対応

★取り組みⅤ：
H31年度報告事案の収集・報告

★取り組みⅥ：発注機関へ
H31年度報告事案の情報提供

●H31.3 検査員会議にて重点ﾃｰﾏ決定 [  コンクリート構造物（下部工等） ] 

報告事案 [  群馬県Ｃｏ構造物品質確保ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより指定された重要構造物 ]

●契約検査課検査員へ、H31.4月検査員会議で周知
●発注機関へ、H31年度第１回技術調整会議で周知

●契約検査課の検査員は、検査時に重点ﾃｰﾏについて事象の有無を確認
（ただし重要構造物については検査結果を提出する）

●検査員は、①．②の事案を確認した場合は課内協議の上、報告事案とするか決定
●報告事案となった場合は、発注機関（必要な場合は受注者と協同により）は
様式１による報告書を検査員へ提出

●検査員は、様式１等に意見を付して契約検査課長及び発注機関へ報告

●報告事案について、契約検査課の月例検査員会議で周知

●代表事例等をH31年度第2回技術調整会議で報告

各発注機関は、「報告事案」を繰り返すことのないよう留意し公共工事の品質確保に努める

④次年度へ反映

★取り組みⅦ：次年度に向けて ●H31年度の結果を踏まえ、重点テーマに係る次年度への取り組み方針を決定

2019年5月28日 群馬県建設工事技術調整会議



適用する重要構造物



適用する重要構造物

尾瀬軸
三国軸

渡良瀬軸
吾妻軸

西毛軸
県央軸

東毛軸

利根
沼田
地域

東部
地域中部

地域

吾妻地域

西部
地域

東北自動車道

北関東自動車道

関越自動車道

上信越自動車道

：工事集中箇所



おわりに（謝辞）

本ガイドラインの策定にあたっては、群馬県の策定
分科会委員はもとより、試行にご協力を頂いた現場
関係者、産官学連携の素地を築かれた群馬会の関係
者、研究会主催の講習会にご登壇を頂いた講師の皆
様、あらゆる情報提供にご協力を頂きました山口県
関係者、草稿段階から貴重なご意見を頂きました群
馬県内関係者および土木学会350委員会の皆様をは
じめ、本当に多くの方に多大なるご協力を頂きまし
た。この場をお借りして皆様に心より御礼を申し上
げます。


